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ドイツ語の平叙文における心態詞 doch の働き 
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0. はじめに 
ドイツ語には心態詞(Abtönungspartikel / Modalpartikel)と呼ばれる語類があり、これらは
文の命題内容に本質的な変更を加えずに微妙なニュアンスをそえる。以下にその例を示す。 
(1) Heute  ist   Sonntag.1  「今日は日曜日だ。」                    
     today    is   sunday 
 (2) Heute  ist   doch  Sonntag.  「今日は日曜日じゃないか。」 （川島編 1994: 605） 
   today    is           Sunday 
本稿では心態詞のうち doch という単語に注目し、特に平叙文での使われ方を見ていく。 
 
1. 先行研究 
1.1. 心態詞の研究 
 心態詞は統語的には副詞に分類され得るものであるが、ドイツ言語学においては副詞か
ら独立しているとされるいわゆる不変化詞(Partikel)の下位分類に置かれることが多い。
Helbig(1988)はこの不変化詞を、すべての屈折変化しない語のうち統語的基準から副詞、話
法詞2、前置詞、接続詞と区別されるものと定義している3。 
 
1.2. 心態詞 dochの研究 
 心態詞は特定の文種類に限定された分布の仕方をするが、doch は平叙文、命令文、補足
疑問文、決定疑問文、願望文、感嘆文に現れる。このうち平叙文での doch の取り扱いにつ
いて、以下に先行研究 Helbig(1988)、Hentschel(1986)、井口(2000)の記述を挙げ、辞書によ
る記述を表 1 にまとめる。 
 「doch₁ 4ある態度を確認し、既知だが過去のことあるいは忘れてしまった事柄を思い出すことによる強
調を表現する。（中略）doch₁はコンセンサスを前提とする。 
 doch₂ 先行する発話行為（先行する状況）に関係し、それと doch で言い表された発言との対立を示す」 
(Helbig 1988:111-112 より引用) 
 「先行する発話パートナーの発話に直接関係し、その発話と doch で言い表された発言との対立を示す」  
(Hentschel 1986:132 より要約) 
                                                        
1 出典のない例文は筆者作例による。ドイツ語の文献についての訳はすべて筆者によるが、心態詞の使わ
れる文は状況によって文意が異なるので、筆者による訳は可能な一例を示す。心態詞には下線を施す。 
2「文の陳述内容の現実度その他についての話し手の判断やさまざまな気持ちを示す副詞」（川島編 1999)
とされる。wahrscheinlich（たぶん）や、leider（残念ながら）などが挙げられる。 
3 筆者は不変化詞を副詞から独立させることはできないと考えるが、ドイツ言語学の伝統に従い、本稿で
はこれらの用語を用いる。 
4 Helbig (1988)は不変化詞の辞典であり、doch の項には文種類別の心態詞 doch の用法が、doch₁か doch₈
まで記述されている。このうち doch₁、doch₂が平叙文における記述である。 
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 「（筆者注：平叙文における）心態詞 doch は話し手が想定した命題に反する事態が現実世界に認められ
たり、あるいは話し手がそれを想定したりしているが、その命題が現実世界でまちがいなく実現して
いるという話し手の認識を表現する。」              （井口 2000:129 より引用） 
 
表 1：平叙文における心態詞 doch の記述 
 記述 
Klappenbach, R., and 
W. Steinitz, eds. (1977) 
平叙文で発言を強調する 
Kempcke, Günter, ed. 
(1984) 
1. 叙述が真であることを確認し、強調する 
2. 忘れているように思われる既知のことを思い出す 
Hermann, Paul, ed. 
(1992) 
「前提」の暗示として 
Drosdowski, Günter, ed. 
(1993) 
平叙文で強調を示す 
国松編(1990) 《相手・周囲の否定的姿勢を逆に否定し、依然として確認されるべきある事態
が存在することを示して》 
a) 既定の事態の再確認 
 ①ⅰ)でも(...ではないか)、そうはいってもやはり、さすがに；確かに 
  ⅱ)《感嘆文などで：憤慨・ぼう然を示して》いくらなんでも 
  ⅲ)《先行する発言内容に対する釈明として》なにしろ(...)なので 
 ②《定動詞文頭の文で：先行する発言内容に対する理由付け、または意外な
出来事を示して》なにしろ(...)なので、だって(...)なのだから 
菊池・鐵野編(1996) a) 既定・既知の事態の再確認を求める 
b) 既定・既知の事態が期待どおりに生起しないことに対する話者の憤慨の気
持ちを言い添える 
岩崎(1998) ①平叙文に用いられ、先行する発話や場面を受けて、それに対して反論な
いし抗弁しようとする話し手の気持ちを反映して 
  ②平叙文に用いられ、先行する発話や場面を受けて、それに対する話し手
の怪訝・不満・不快・釈然としない気持ちなどを反映して 
  ③平叙文に用いられ、先行する発話の内容について、予想される相手の反
論を先取りしつつ、それに対する反論の理由を述べようとする話し手の
気持ちを反映して 
  ④定動詞が文頭に置かれた平叙文に用いられ、先行する発話内容について
その理由を説明しようとする話し手の気持ちを反映して 
1.3. 先行研究のまとめ  
 平叙文における心態詞 doch の特徴を以下にまとめる。 
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《使用環境に関して》 
 [1]先行する状況もしくは相手の発話に対する発話で使用される 
《意味機能に関して》 
 [2]命題の強調を表す 
 [3]既定・既知の事態を再確認する 
 [4]先行する発話ないし状況と、doch で言い表された発言との対立を示す 
[5]「非難」、「反論」、「怪訝」、「憤慨」などを表す 
 
ただしこれら[2]～[5]は、意味のレベルに図₁のような差異があると考える。 
 [2]命題の強調  [3]既定・既知の事態を再確認する      [5]「非難」、「反論」、「怪訝」、 
        [4]先行する発話ないし状況と、doch で    「憤慨」などを表す 
          言い表された発言との対立を示す 
《第一段階》        《第二段階》               《第三段階（発話内行為）》5 
図 1：心態詞 doch の意味機能の階層 
 
[2]の「強調」は包括的ではあるが doch の機能を検証するには曖昧であるため、本稿では
研究対象とせず、意味機能に関しては[3]、[4]および[5]の機能について検証する。 
 また注目すべき点として岩崎(1998)や国松編(1990)で「先行する発話内容に対する理由付
け」という記述があり、ここで言う“先行する発話内容”とは、例文(16)のようにすべて自
らの発言を指し、ほかの多くの先行研究で一致している doch の使用環境[1]とは矛盾する。 
  (3) Das kann ich nicht. Ich bin doch kein Fachmann. 
         that  can  I  not    I   am       no  expert 
 「それは、ぼくにはできないよ。だってぼく、専門家じゃないんだから」（岩崎 1998:297） 
この点は以下の[6]・[7]に設定し、 [1]〜[5]とともに次節以降で検証していきたい。 
 [6]先行する自らの発話内容に対する発話で使用される     【使用環境】 
[7]（先行する発話内容に対する）「理由付け」を表す     【意味機能】 
 
2. 研究方法 
2.1. DVDによる用例収集 
心態詞が主に話し言葉に現れるため、本稿では映画から用例を収集した。対象としたの
はドイツの童話作家 Erich Kästner の作品“Pünktchen und Anton“（邦題「点子ちゃんとアン
トン」）を実写化した映画の DVD（本編時間：105 分）である。確実に対象とする語を拾
うことができ、場面を理解する上でも有効なためドイツ語字幕がついているものを選んだ。 
2.2. アンケート 
用例収集を参考にいくつか場面を設定した上で文章を提示し、その文で doch が使用でき
るか答えてもらった。アンケート対象者は 20 代から 40 代の男女計 7 名（コンサルタント
                                                        
5 発話内行為という用語は Helbig(1988)が用いている illokutiv（英：illocutive）に因る。 
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A～G）で、全員 10 年以上のドイツ居住経験を持つ。 
 
3. 用例収集による結果と分析 
用例収集の結果 doch が用いられた回数は 83 回であり、そのうち心態詞の用法は 76 例(全
体の 92%)であった。また心態詞中、50 例(心態詞中 65%)が平叙文、8 例（同 10%）が疑問
文、16 例（同 21%）が命令文、2 例（同 2%）が感嘆文で使用された。以降、本稿で対象
とする平叙文での心態詞 doch の用例 50 例について使用環境と意味機能を見ていく。 
 
3.1. 使用環境の分析 
 1.3.で挙げた使用環境の[1]と[6]について、[1]は 43 例、[6]の用例も 5 例見つかった。 
 [1]先行する状況もしくは相手の発話に対する発話で使用される 
(4)【最近よく居眠りをするアントンに対して先生がいぶかしんで】6 
Du warst doch mal so ein guter schüler.  「君は優等生だったじゃないか。」 [0:10:46]  
 you were      ever such a   good student 
 (5)  (Frau Pogge) : Es ist für arme Kinder! 
                     it  is  for poor  children 
ポッゲ夫人：「困ってる子のためよ！」 
(Pünktchen) :  Das stimmt doch gar nicht Mama!  [1:07:35] 
                 that  go         quite not  mama 
点子  ：「違うじゃないママ！」 
 
[6]先行する自らの発話内容に対する発話で使用される 
(6)  Woher soll ich das wissen Professor?  Ich muss doch da sitzen und Französisch lernen. 
     how  should I that  know  professor     I   must      there sit  and   French  learn [0:25:37] 
「どうやってそれがわかるの、先生？フランス語の勉強をしてなきゃいけないのに。」 
 
先行研究の記述は聞き手の存在を前提としていたが、このほかにも次のような独話での
doch の使用が 1 例見られた。 
 (7)【家に空き巣に入ってきた男の顔を見て】 
  Hoppla, den kenn' ich doch.  「おや 見たことのある顔だ」[1:24:28]   
       oh    him know  I   
この用例によって、doch が独話においても使用されうることがわかる。また以下のような
分類が困難な用例もあった。 
 (8)(Anton): Stell dir vor- Der Bremser, der war heute richtig nett zu mir! Weißt, was gesagt hat?  
               image you    Mr.  Bremser  he was  today really  kind  to me  know  what  said  has 
アントン：「想像してみてよ ブレムザー先生が今日すごく優しくしてくれたんだ！何て
                                                        
6 用例の示し方について、【 】は状況の説明、[ ] 内の数字は doch を用いた発話が行われた時間を[時
間:分:秒] で示す。DVD のドイツ語は字幕から引用し、訳は筆者によるものである。 
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言ったと思う？」  
(Pünktchen) : Nö, was denn7? 
              well  what  
点子 ：「何？教えて」 
(Anton) : Der hat doch glatt gesagt, dass er sich das mit dem Brief noch mal überlegt hat.  
       he   has     smooth said   that he  him that with the  letter  yet  once consider has 
アントン：「手紙を書かないでおいてくれるって言ったんだよ」  [0:36:08] 
 
この doch を直前の点子の発言に対するものとすると、“（先生が手紙を書かないと言った事
実は）点子も知っているはずだ”という態度を表すことができるが、それでは状況に合わ
ない。しかし doch がそれより前の「先生がすごく優しかった」と述べた自らの発言に言及
したものとすると、[6]の用例と判断できる。したがって doch には直前の発言を飛び越え、
さらに前の発言にかかる力があると推測できる。 
 
3.2. 意味機能の分析 
 ここでは意味機能の[3] [4] [5] [7]について見ていく。まず使用環境[1]の 43 例における[3]
と[4]について、[3]の用法ととれるものが 11 例、[4]の用法ととれるものが 27 例あった。 
 [3]既定・既知の事態を再確認する 
 (9) 【パーティーの最中なのに家に帰ろうとするアントンを見て】 
jetzt kommt doch noch die Eisbombe! 「これからまだアイスが来るわよ！」 [0:39:11] 
 now  come        yet   the  ice-cream 
 
 [4]先行する発話ないし状況と、doch で言い表された発言との対立を示す 
 (10)【点子の発言を聞いて】 
Das hab' ich Dir doch schon gesagt. 「それは僕が言ったんだよ」 
 that have  I   you     already said 
 
ただし 43 例中 5 例は[3]と[4]のどちらともとれた。相手の発話に対して対立的な意見を述
べようとしているがその根拠が既定・既知の事態による次のような場合である。 
 (11)【勉強中、「パパはワインが好き」という例文が出てきたことを聞いて点子の父親が】 
Ich trink doch gar keinen Wein. 「私はワインを飲まないぞ」 
 I drink        quite  no    wine 
 
 次に[7]「（先行する発話内容に対する）「理由付け」を表す」という機能は先行研究で述
べられていたように[6]の使用環境（5 例）において確認できた。 
(6) Woher soll ich das wissen Professor?  Ich muss doch da sitzen und Französisch lernen. 
                                                        
7 疑問を表す心態詞である。 
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    how   should I that  know  professor     I   must      there sit  and   French  learn  [0:25:37] 
「どうやってそれがわかるの、先生？フランス語の勉強をしてなきゃいけないのに。」 
 
しかし相手の発言に反応する場合も理由付けととりうる以下のような例があった。 
(12)【なぜそうしたのかと聞かれたことに対して】 
  Na irgendwie musste ich doch Geld verdienen.  「お金を稼ぎたかったのよ」[1:26:28] 
    well somehow    must   I       money  earn 
 
これは自らの発話に続くものではなく、「なぜ？」と相手が尋ねてきたことに対する発話で
あり、例文(6)と同様の機能を持つようにも見える。これは doch の理由付けの機能とは関
係がないのだろうか。この点は次節以降アンケートによって見ていくことにする。 
[5]の「非難」、「反論」、「怪訝」、「憤慨」などを表すという機能については客観的判断が
困難であるが、先行研究の記述が主に否定的である8ことに関しては反例があった。 
 (13)【空き巣を捕まえることに協力してくれたアントンに、点子の母親がそれまでの非
礼を詫び、感謝を述べたことに対して】 
Ist doch klar.  「あたりまえですよ」 [1:29:11] 
 is       natural 
doch の否定的意味は先行する発話との対立を示す[4]の機能からくると考えられるが、相手
の控えめな態度や謙遜への対立となる場合などは必ずしも否定的要素を持たないと言える。 
 
4. アンケート調査による分析 
アンケート作成では原因と結果の因果関係が明白であること、自明の事実が原因となっ
ていないことに留意し「電車が遅れたため学校に遅刻した」という場面を作り、その上で 
設問①②「遅刻した」という自らの発話に理由付けを行う場合 
設問③④ warum?「なぜ？」と聞く、つまり確実に理由を求める場合 
を設定し、相手が「電車の遅れ」を相手が知っている場合（[Situation A]）と知らない場合
（[Situation B]）のそれぞれで doch の使用が可能か尋ねた。①と②および③と④はそれぞ
れ接続詞 weil を用いた副文とそうでない場合である。doch が使用可と答えた場合を○、使
用不可と答えた場合を×として、結果を表 2 に示す。 
表 2：アンケート結果 
      A B C D E F G 
 
① 
[Situation A]  ○  ○  ×  ×  ○  ×  × 
[Situation B]  ×  ×  ○  ×  ×  ×  × 
 
② 
[Situation A]  ○  ○  ×  ×  ○  ×  × 
[Situation B]  ×  ×  ○  ×  ×  ×  × 
 
                                                        
8 Helbig (1988)では doch の「非難」などの機能を否定的要素と呼んでいる。 
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③ 
[Situation A]  ○  ○  ○  ○  ○  ×  ○ 
[Situation B]  ×  ×  ×  ×  ×  ×  × 
 
④ 
[Situation A]  ○  ○  ×  ○  ○  ×  ○ 
[Situation B]  ×  ×  ○  ×  ×  ×  × 
この結果により、まず相手に既知でない情報に基づいて理由付けをすることはできない
ことが確認できた（意味機能の[3]）。また理由を聞かれたことに対して doch が使えるとし
た回答は多かったが、これは理由を知りつつ質問をしたためだという意見が得られ（意味
機能の[4]）、理由付けと doch の使用には関連性が見られなかった。 
自らの発話が先行する場合には回答にばらつきが出たが、これは「理由が既知であるた
め、その既知の情報を確認するという点で doch が使用できる」とする意見（意味機能の[3]）
と、「理由自体が既知であろうと、単に新情報（“遅刻した”）を伝える際に doch が許容で
きない」とする意見で分かれた。後者については話し手の発言に対して聞き手が何らかの
反論の要素を持つ可能性を話し手が考慮しているかがコンサルタントの判断に関わってい
るようである。つまり予想される聞き手の反応に対し、話し手は doch を用いてそれに対す
る意見をあらかじめ述べておくのだと考えられるが、だとすればこれは意味機能の[3]や[4]
に含まれるとも考えられる。というのは、既に述べられた相手の意見に反応するのが[3]や
[4]であるが、「（先行する発話内容に対する）「理由付け」を表す」という[7]の意味機能は、
相手の意見はまだ述べられていないにしろ、相手の発話に対して doch を使用するという点
では同じ機能だと判断できるためである。 
 
5. おわりに 
これまでわかったことを以下に挙げる。 
・独話で doch が使用されることもある。 
・doch は直前の要素だけでなく、それよりさらに前の要素にもかかることができる。 
・doch を用いた発言は必ずしも否定的要素を持つわけではない。 
・doch 自体が理由付けの要素を持っているわけではなく、相手への反応の機能の中で、場
合によって理由付けととれる意味を持つに過ぎず、[3]や[4]の機能は相手の「既定の発話」
と「未定の発話」の両方に対して成されると考えられる。 
 
 本稿では心態詞 doch の機能に注目し、平叙文での使われ方について機能を分析した。先
行研究・辞書での doch の記述はまとめ方が一致せず、使用環境・意味ともに記述が不足し
ていると考えられる点があったが、実際の用例に触れることで doch の本質的な意味を確認
でき、またそれらがどのように会話の中で機能しているかを知る手がかりとなった。また
本稿では doch の平叙文における使用にのみ注目したが、そのほかの文種類での機能や、そ
れらと平叙文での doch とのつながりについても、今後はより多くの文例を収集することに
よって分析していきたい。 
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